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ｐ.2一般財団法人日本みち研究所

１．福島第一原子力発電所

ｐ.3一般財団法人日本みち研究所

２．放射性物質の流出



ｐ.4一般財団法人日本みち研究所

○ 東京電力福島第一原子力発電所から80km圏内の地表面から1mの高さの空間線量率平均は、
2011年11月比で約80％減少。

３．除染による環境再生

ｐ.5一般財団法人日本みち研究所

2020年1月19日時点
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４．除去された土壌の中間貯蔵施設への搬入
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５．残された課題

５－１．第⼀原発内（オンサイト）のALPS処理⽔

５－２．１３年が経過し、帰還者と新規移住者の加速

５－３．帰還困難区域全域の避難指⽰解除の⾒通し

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.7一般財団法人日本みち研究所

５－１．第一原発内(オンサイト)のALPS処理水 ５．残された課題
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５．残された課題５－２．13年が経過し、帰還者と新規移住者の加速

ｐ.9一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－２．13年が経過し、帰還者と新規移住者の加速



ｐ.10一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－３．帰還困難区域全域の避難指示解除の見通し

ｐ.11一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－３．帰還困難区域全域の避難指示解除の見通し



ｐ.12一般財団法人日本みち研究所

各区域の関係性イメージ

特定帰還居住区域

特定復興再生拠点区域

避難指示解除区域

帰還困難区域

５．残された課題５－３．帰還困難区域全域の避難指示解除の見通し

ｐ.13一般財団法人日本みち研究所

富岡町浪江町双葉町⼤熊町

390661555860特定復興再⽣拠点区域⾯積
(ha)

220710530440特定帰還居住区域⾯積
(ha)

6,84722,3105,1407,870⾏政区⾯積
(ha)

５．残された課題５－３．帰還困難区域全域の避難指示解除の見通し
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像
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2020年1月19日時点

衛星：WorldView-3
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

p.17

国⽴パシフィックノースウェスト研究所

プルトニウム精錬所跡

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



p.18

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.19一般財団法人日本みち研究所

全体面積 1517km2 双葉8町村 866km2
南相馬、飯舘含め 1496km2

Fukushima Site

20km

50km

福島第⼀
原⼦⼒発電所

ハンフォード・サイト

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.20一般財団法人日本みち研究所

イノベーションコースト構想 福島国際研究教育機構（ＦＲＥＩ）

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.21一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像
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脱炭素×復興まちづくりプラットフォームの概要

背景・⽬的

主な対象エリア

広野町

南相馬市飯館村

川俣町

田村市

葛尾村

浪江町

川内村

双葉町

大熊町

富岡町
楢葉町

広野町

浜通り地区の脱炭素と復興まちづくりの実現のための
情報交換やネットワーク形成

プラットフォーム本体

個別WG

脱炭素×観光WG

・テーマ別に深堀り ・モデル事業創出に向けた議論

 東日本大震災・原発事故による被災12市町村において、脱炭素化の取組および地域の復興・再生まちづくり
による特色ある地域循環共生圏の形成が必要。

 地域内外の多くの主体が共通の目標や認識を持った上で、長期にわたり連携していくことを目指し、「脱炭素
×復興まちづくりプラットフォーム」を設置。

＜情報交換＞
・各⾃治体の取組や課題
・各事業者の実施事業や
得意技術 など

＜ネットワーク形成＞
・各⾃治体と事業者や⽀援
ツール等をマッチング

・事業化に向けて深堀り

脱炭素×農業WG 脱炭素×物流WG

脱炭素燃料WG

ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞによる
ｺﾍﾞﾈﾌｨｯﾄ検討WG

脱炭素建築
×復興まちづくりWG

地域還元型
電源開発WG

帰還困難区域での脱炭素化事業検討WG

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.23一般財団法人日本みち研究所

WGでの検討エリア

特定復興再生
拠点区域

特定帰還
居住区域

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.24一般財団法人日本みち研究所

2020年1月19日時点
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.25一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.27一般財団法人日本みち研究所

2020年1月19日時点

衛星：WorldView-3
©DigitalGlobe

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.28一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.29一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

25０ｍ



ｐ.30一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

中国・⼤連の⼤規模練習場 （23⾯）

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.31一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

福島復興祈念公園 （50ha）

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.32一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

中間貯蔵施設福島復興祈念公園

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

県⽴⽔産試験場跡 熊町⼩学校跡

ｐ.33一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

県⽴⽔産試験場跡

熊町⼩学校跡



ｐ.34一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

スポーツ 宮崎県総合運動公園 （150ha 宮崎市）

⽇向灘

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.35一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

レジャー 国営ひたち海浜公園 （350ha 茨城県）

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.36一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

テクノパーク 清原⼯業団地 （390ha 栃⽊県）

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.37一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題

研究開発 トヨタテクニカルセンター
（650ha 愛知県豊⽥市・岡崎市）

５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.38一般財団法人日本みち研究所

中間貯蔵施設

双葉8町村

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.39一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.41一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像
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５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

ｐ.43一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ｐ.44一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像

日本プロジェクト産業協議会 （ＪＡＰＩＣ）

p.44

ｐ.45一般財団法人日本みち研究所

５．残された課題５－４．中間貯蔵施設を含む地域の将来像



ご清聴ありがとうございました。


